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▷ 編 集 後 記 ◁
　今号から今村法律研究室報がリニューアルされ，また刊行期日を変更いたしました。
以前のニュースレター様式の研究室報には独特の味を感じておりましたが，今号からは
やや立派な（？）体裁になったものと思います。本研究室報は，これまで１号を12月，
２号を２月に刊行して参りましたが，本年度からは上半期（６月あるいは７月）に１号
を，下半期（12月頃）に２号を刊行することになりました。これに伴い，原稿のご応募
の時期もそれぞれ４月末頃と９月末頃に変更いたしますので，何卒ご了承下さいますよ
うお願い申し上げます。
　さて，本号では，久保次三先生にアメリカにおけるパテントトロール訴訟についての
詳細な紹介とともに，アメリカが行ってきた様々な対策についての論稿をご寄稿いただ
きました。パテントトロール訴訟がアメリカで多く行われ，他の国々では多くは行われ
ていない理由を明らかにし，一方，わが国が抱える特許権侵害訴訟の問題を指摘されて
おります。出口正義先生には，大和銀行株主代表訴訟を例にして，企業のコンプライア
ンス体制整備の重要性を指摘する論稿をお寄せいただきました。藤代浩則先生には，弁
護士としての実務家教員の視点と，これまでの法科大学院での教育経験に基づいて，法
科大学院教育の在り方についての論稿をお寄せいただきました。お忙しいところ貴重な
論稿をご寄稿いただきました先生方に，心より御礼申し上げます。
　ここ数年にわたり，今村力三郎先生の訴訟記録は神兵隊事件に関する資料を刊行して
参りましたが，神兵隊事件に関する資料が茨城県立歴史館に所蔵されているとの情報提
供を受け，茨城県立歴史館と諸々の情報交換などをおこなって参りました。その結果，
茨城県立歴史館から資料提供についてご協力を得られることになりましたので，今後し
ばらくは茨城県立歴史館所蔵の貴重な資料を刊行していく予定です。ご協力下さいまし
た諸先生方，また茨城県立歴史館の関係者様方にあらためて御礼申し上げるとともに，
今後ともお力添え下さいますよう何卒よろしくお願い申し上げます。
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